
平
成
十
二
年
一
月
二
十
八
日
受
領 

答

弁

第

二

四

号 

     

す
る
。 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
年
金
福
祉
事
業
団
の
解
散
お
よ
び
承
継
業
務
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付 

内
閣
衆
質
一
四
六
第
二
四
号 

平
成
十
二
年
一
月
二
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 

三 

 



 

一
の
（
三
）
に
つ
い
て 

一
の
（
二
）
に
つ
い
て 

一
の
（
一
）
に
つ
い
て 

法
案
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
の
出
資
金
を
減
ず
る
額
に
つ
い
て
は
、
法
案
第
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
年
金
資
金
運
用
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
が
年
金
福
祉
事
業
団
（
以
下
「
事
業
団
」
と
い
う
。
） 

 
 

 
 

の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
事
業
年
度
に
係
る
事
業
団
の
決
算
に
お
い
て
除
却
損
等
の
金
額
を
確
定
し
、
欠
損
金
と
し
て
計

上
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
政
令
で
出
資
金
を
減
ず
る
手
続
に
係
る
規
定
を
設
け
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い 

る
。
な
お
、
基
金
に
お
い
て
、
当
該
決
算
に
係
る
財
務
諸
表
等
を
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
政
府
に
お
い
て
は
、

基
金
が
成
立
す
る
会
計
年
度
の
国
有
財
産
増
減
及
び
現
在
額
総
計
算
書
で
厚
生
省
の
所
管
に
係
る
出
資
金
の
減
額
等
を
示 

し
、
国
会
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

年
金
福
祉
事
業
団
の
解
散
及
び
業
務
の
承
継
等
に
関
す
る
法
律
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
の
「
除 

 
 

却
、
取
壊
し
、
滅
失
そ
の
他
の
事
由
」
に
は
、
資
産
の
評
価
損
は
含
ま
れ
な
い
。 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
年
金
福
祉
事
業
団
の
解
散
お
よ
び
承
継
業
務
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

 



 

一
の
（
四
）
及
び
（
五
）
に
つ
い
て 

法
案
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
養
基
地
施
設
（
以
下
「
保
養
基
地
施
設
」
と
い
う
。
）
の
運
営
及
び
法
案
第
二
条 

 
第
二
項
に
規
定
す
る
保
養
基
地
資
産
（
以
下
「
保
養
基
地
資
産
」
と
い
う
。
）
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
現
在
事
業
団
が
こ
れ 

 
 

ら
の
業
務
を
委
託
し
て
い
る
財
団
法
人
等
に
引
き
続
き
委
託
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
年
金
福
祉
事
業
団
法
（
昭
和
三
十
六

年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
を
参
考
と
し
て
「
他
の
法
人
（
金
融
機
関
を
除
く
。
）
」
と
規
定
し
た
も
の
で
あ 

 
 

る
。 法

案
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
承
継
一
般
業
務
（
以
下
「
承
継
一
般
業
務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
財
務
諸
表
及
び
附
属 

 

明
細
書
並
び
に
業
務
報
告
書
、
決
算
報
告
書
及
び
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
年
金
資
金
運
用
基
金
法
案
（
以
下
「
基
金

法
案
」
と
い
う
。
）
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
基
金
に
よ
る
事
務
所
へ
の
備
置
き
及
び
一
般
へ
の
縦
覧
を
要
す 

 

る
も
の
と
し
て
い
る
。
法
案
第
十
八
条
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
及
び
国
民
年
金
法 

 

（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
に
基
づ
き
厚
生
大
臣
か
ら
寄
託
さ
れ
た
資
金
（
以
下
「
年
金
資
金
」
と
い
う
。
） 

 
 

の
運
用
業
務
に
つ
い
て
、
透
明
性
を
よ
り
一
層
確
保
す
る
観
点
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
の

監
査
を
受
け
る
こ
と
並
び
に
監
査
報
告
書
の
事
務
所
へ
の
備
置
き
及
び
一
般
へ
の
縦
覧
を
、
承
継
一
般
業
務
に
つ
い
て
は
こ

二 

 



 

一
の
（
八
）
に
つ
い
て 

一
の
（
七
）
に
つ
い
て 

一
の
（
六
）
に
つ
い
て 

れ
ま
で
ど
お
り
不
要
と
す
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
成
十
年
十
月
九
日
付
け
の
年
金
審
議
会
意
見
書
に
反

す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

現
時
点
で
は
承
継
一
般
業
務
債
券
の
発
行
を
具
体
的
に
は
予
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
将
来
に
お
い
て
承
継
一

般
業
務
債
券
を
発
行
す
る
場
合
に
は
、
法
案
第
二
十
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
お
い
て
、
承
継
一
般
業
務
債
券
の

形
式
、
発
行
方
法
等
を
定
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

法
案
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
債
券
（
以
下
「
承
継
一
般
業
務
債
券
」
と
い
う
。
）
は
、
証
券
取
引
法
（
昭
和
二
十 

 
 

三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
別
の
法
律
に
よ
り
法
人
の
発
行
す
る
債
券
に
当
た
る
。
ま

た
、
基
金
が
承
継
一
般
業
務
債
券
を
発
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
厚
生
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。 

基
金
に
お
け
る
承
継
一
般
業
務
に
係
る
資
金
調
達
を
容
易
に
す
る
た
め
で
あ
る
。 

三 

 



 

一
の
（
九
）
に
つ
い
て 

二
の
（
一
）
に
つ
い
て 

基
本
法
案
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
年
金
資
金
の
管
理
及
び
運
用
に
お
け
る
資
産
の
構
成
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
お
い
て
積
立
金
の
運
用
に
係
る
長
期
的
な
観
点
か
ら
の
資
産
構
成
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
を
前
提

に
、
基
金
が
年
金
資
金
に
係
る
比
較
的
短
期
の
資
産
構
成
割
合
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

基
金
法
案
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
年
金
資
金
の
管
理
及
び
運
用
の
目
標
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

基
金
の
短
期
の
収
益
率
が
、
厚
生
大
臣
が
定
め
る
基
本
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
長 

 
 

期
的
な
観
点
か
ら
の
資
産
構
成
割
合
に
基
づ
き
各
運
用
資
産
の
短
期
の
市
場
平
均
収
益
率
を
加
重
平
均
し
た
値
（
複
合
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
収
益
率
）
を
超
過
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

法
案
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
養
基
地
資
産
の
価
額
と
は
、
各
保
養
基
地
資
産
が
実
際
に
譲
渡
さ
れ
る
価
額
を

い
う
。 

基
金
法
案
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
年
金
資
金
の
管
理
及
び
運
用
の
評
価
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

基
金
が
年
金
資
金
の
管
理
及
び
運
用
を
委
託
し
た
信
託
会
社
等
を
評
価
す
る
基
準
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

四 

 



 

三
の
（
一
）
に
つ
い
て 

二
の
（
二
）
に
つ
い
て 

仮
に
、
基
金
に
従
た
る
事
務
所
が
設
置
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
務
所
に
お
い
て
も
財
務
諸
表
等
を
一
般
の
閲
覧
に
供

す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
財
務
諸
表
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
公
表
も
、
現
在
事
業
団
に
お
い
て
実
施
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
実
施
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。 

な
お
、
基
金
は
、
厚
生
大
臣
か
ら
寄
託
さ
れ
た
年
金
資
金
の
管
理
及
び
運
用
を
行
う
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
厚
生
大
臣
か
ら
寄
託
さ
れ
た
年
金
資
金
を
他
の
財
産
形
態
に
変
え
、
資
産
の
増
加
を
図
る
と
い
う
年
金
資
金
の
運
用
を

行
い
つ
つ
、
当
該
資
産
が
悪
化
し
な
い
よ
う
処
置
す
る
と
い
う
年
金
資
金
の
管
理
を
行
う
。
し
た
が
っ
て
、
基
金
法
案
に
お

い
て
は
、
年
金
資
金
の
管
理
と
運
用
を
一
体
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
年
金
資
金
の
管
理
の
み
に
係
る
目
標
、
資
産
の

構
成
又
は
評
価
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

御
質
問
の
「
一
般
」
と
は
、
基
金
の
事
務
所
に
お
い
て
基
金
の
財
務
諸
表
若
し
く
は
附
属
明
細
書
又
は
業
務
報
告
書
、
決

算
報
告
書
、
監
事
の
意
見
書
若
し
く
は
公
認
会
計
士
若
し
く
は
監
査
法
人
の
監
査
報
告
書
の
閲
覧
を
希
望
す
る
者
を
指
し
て

い
る
。 

五 

 



 

四
の
（
一
）
に
つ
い
て 

三
の
（
三
）
及
び
（
四
）
に
つ
い
て 

三
の
（
二
）
に
つ
い
て 

事
業
団
に
お
い
て
は
、
保
養
基
地
施
設
の
整
備
に
係
る
計
画
の
策
定
、
各
保
養
基
地
施
設
内
の
遊
歩
道
や
花
壇
な
ど
の
維

持
管
理
等
を
財
団
法
人
年
金
保
養
協
会
そ
の
他
の
保
養
基
地
施
設
を
運
営
す
る
財
団
法
人
に
委
託
し
て
き
て
お
り
、
委
託
費

の
額
は
別
表
第
三
の
と
お
り
で
あ
る
。 

長
期
借
入
金
の
利
息
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
に
対
し
厚
生
保
険
特
別
会
計
等
か
ら
交
付
し
た
交
付
金
を
充
当
し
て

お
り
、
そ
の
額
は
別
表
第
二
の
と
お
り
で
あ
る
。 

事
業
団
が
保
養
基
地
施
設
の
整
備
の
た
め
に
資
金
運
用
部
か
ら
借
り
入
れ
た
長
期
借
入
金
（
以
下
「
長
期
借
入
金
」
と
い

う
。
）
の
償
還
等
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
事
業
団
に
対
し
厚
生
保
険
特
別
会
計
等
か
ら
出
資
し
て
き
て
お
り
、
出
資
金
の 

 

額
は
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。 

な
お
、
当
該
委
託
費
以
外
に
は
、
保
養
基
地
施
設
に
関
し
、
事
業
団
か
ら
財
団
法
人
年
金
保
養
協
会
そ
の
他
の
保
養
基
地

施
設
を
運
営
す
る
財
団
法
人
に
対
し
て
補
助
金
等
を
支
出
し
て
い
な
い
。 

六 

 



 

四
の
（
二
）
に
つ
い
て 

五
の
（
三
）
に
つ
い
て 

五
の
（
二
）
に
つ
い
て 

五
の
（
一
）
に
つ
い
て 

厚
生
省
に
お
い
て
は
、
財
団
法
人
日
本
老
人
福
祉
財
団
（
以
下
「
財
団
」
と
い
う
。
）
の
現
状
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と 

 
 

認
識
し
て
お
り
、
財
団
が
運
営
す
る
施
設
の
入
居
者
が
不
安
を
来
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
財
団
の
経
営
再
建
に
つ
い
て
必
要

な
助
言
及
び
指
導
を
行
い
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

事
業
団
が
資
金
運
用
事
業
を
行
う
た
め
に
資
金
運
用
部
か
ら
借
り
入
れ
て
い
る
資
金
（
以
下
「
運
用
資
金
」
と
い
う
。
） 

 
の
利
息
に
つ
い
て
は
、
運
用
資
金
及
び
そ
の
運
用
収
益
の
一
部
が
充
当
さ
れ
て
お
り
、
政
府
か
ら
の
交
付
金
は
な
い
。 

事
業
団
の
運
用
資
金
の
償
還
財
源
に
つ
い
て
は
、
運
用
資
金
及
び
そ
の
運
用
収
益
の
一
部
が
充
当
さ
れ
て
お
り
、
年
度
別

償
還
額
は
別
表
第
四
の
と
お
り
で
あ
る
。 

厚
生
省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
財
団
に
対
し
て
、
株
式
投
資
の
解
消
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
事
業
に
対
す

財
団
の
経
営
再
建
に
つ
い
て
は
、
現
在
そ
の
再
建
策
が
策
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

七 

 



 

る
支
援
の
解
消
を
指
導
し
、
立
入
検
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
経
営
再
建
に
向
け
て
助
言
及
び
指
導
を
行
っ
て
き
て
い
る

が
、
今
後
と
も
、
入
居
者
が
不
安
を
来
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要
な
助
言
及
び
指
導
を
行
い
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
。
ま
た
、
事
業
団
に
お
い
て
は
、
財
団
に
対
す
る
融
資
の
決
定
に
際
し
、
十
分
な
審
査
が
行
わ
れ
て
き
た
と
承
知
し
て

い
る
。 

八 

 



 

 

             

（注 1）出資金の額は千円未満を四捨五入している。 
（注 2）昭和 61 年度から船員保険の職務外年金が厚生年金保険に統合されたため、同年度以降は、船員保険 

特別会計からは出資していない。 
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（注 1）出資金の額は千円未満を四捨五入している。 
（注 2）昭和 61 年度から船員保険の職務外年金が厚生年金保険に統合されたため、同年度以降は、船員保険 

特別会計からは出資していない。 

一
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一
一 

（注 1）委託費の額は千円未満を四捨五入している。 

（注 2）財団法人年金保養協会への委託費の額については、同協会が運営を受託している大規模年金保養基地に係る委託費の額を含まない。 

（注 3）昭和 63 年度以前の委託費の額は、各保養基地施設を運営する財団法人及び財団法人年金保養協会に確認して把握したものである。 



 

 

             

一
二 


